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近年,＼･id… IllJEGn10nit(1r.MRl.Pl;:T 左LL:し7)発

達により,難治性て人かんLT)手術が判三国を中心に広く行

わIiるJ二･-)に左--､た.今回.I,'J(+[7大学において手術

したてんかん患者について声その過払 術前の評価なら

びiこ成績に一別 ､て報告する.症例L')内訳は tHllPOml1('txl

epilePSy糾例.LIX tra-teml)Omllotlさ叩ilepsyT例.そ

GT)他1例の計72例てあった. 1例に corl)uSCこIllosum

st)ctionを行った以外は焦点切除術を施行 した.9例に

合併症を認めたが,霊騰な後遺症を認めたものはま例の

jAであ･.-,!∴ T(ナIl叩OrLl11()tx?et)ill?psyはSOO訂トト良好

な結果を得たが.extrこ1-1m1POmllok 叩ilt叩S),は有効

率は5OOb掛狛二上L:きり,今後ハ課題上思わ′十,tる.

Ⅰう･卜ll) 癌性棒桶 に付す る 上301uslntmthLlCal
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癌性埠痛に対する除痛法としては.epidurこ11block

が広く用いられてt･､るが今回我々は.LPshunttube

と Ommayareset-ヽ,Oirを用いた LowdosenlOrphille

たC/')で雑費する.症例は.pancreascL･ulCL?r2帆 1･eetum

cLlneerl例.ColoncaJICeI-1例L'･Tl̀l例で.そJt.ぞか傍

腰部,側腹部サ鼠径部の頑痛を訴えており,病悩期間は

平均5.5ナ札 種 し々り治境に4.､かかわいF,術前L])ヽ,isuこ11

11n111()i,SCと11e(VASlは6.2-8.0であ一･-1たが.術後

morpllineO.i)5-0.5rrlgを1)-二日!.･l E｣注入するこしL-.

注入後.4例中:弓例iこおいて､ 食乳 入浴たLL-:LTH1常牛

活動作をこ政審が見られ,本法は簡便ながら屯末期癌患者

の痔痛管理をこ有効な方法と思われた中

L3----2,･1)術前診断が困難てあー--､た 卜重体膿鳴(7)1
例

小鹿山博之･後藤 恒夫
:-_三浦 僅 L･佐々木順孝
笹沼 仁 一･渡辺 ･夫覆 警護葉菜髪質違う

下敢体膿鳴ハ希吉1例を経験 したし'I)で,そし.I)(～1､.＼/ltくl

所見を中心に若干の文献的考察を加え報告する.症例は

59歳女性.副鼻腔炎の既往はない.平成2年i2月8勘

多飲阜尿を五;新二当f恥二入院した.入院略 倦怠感.鍾

液検査で白血球増多はなく炎症反応も陰性であった.視

力視野を含め神経学約に異常を認めなかった.下垂体前

鮭機能はl仁軒こあ--､たが,低張尿が1f15.0()Ornlに達

し,Al)i･･1は【卜占1;t･711L'lI日､一に低 卜していた. 卜しこl鞍

LT)断層撮駄三では軽度LJ)bこIllooninLlがRi､'I ." ｢1､では
鞍内に isoI)Jlやや 1(潤,dens恒,し71111;lSS を認人里こ.
Mftlでぼ ′1､1Wlで isoか1■､一ow intt､n s ity ,′1､1)＼1.i
で is()か1､､hit,hiTll(､11S恒-ハ t11とISSが鞍 Ff小 ')入部!'I
を占め,前葉は前方をこ琵排され,凍寒は識別 出 来 なかっ

尿崩症し7)叶能性畑i:.'iL､､L:考え.:31日i日経蝶梓 川 .洞到達

法にしい)Tl･術,:･I行一､たし.i二二ノ㌦ 登に紺通 して矧 LjL')病変

と抗寿fj尿ホ畑をン殿補聴を必要としたが,髄膜炎などの

合併はな宅経過良好である.
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ダリプ トコッカス髄膜脳炎のi治験例を報告する.症

例は26歳,身性.米屋をこ勤務し,飛来する鳩をこよく解を

や一･一ていた.1984年 1乱 感冒様症状で発症 し,頭痛

が増強したため近位を受診し,CTで左前頭葉白質部をこ
尊吸収域を示 し増強効果を示す小感癖を指摘された.そ
の後,意識障害と髄膜刺激症状が出現してきたため当科
に紹介された.Å院暗号脳脊髄液の墨汁染色によりクリ
プトコツガスが証明され,抗薬園剤を授与した.しかし,

CT で窺状に増強される病変が出現し 意識障害が増強
し.左片麻埠もHLL現 した.13()卜!病日頃J二;)意識は清明
し･リ亡り.CT 上目丙変は減少した.250病EIL.71('T で
は左尾状核,右基底核に増強効果を示す病変を認めるの
みとなり,神経脱落症状もなく独歩退院した.退院後2


